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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜東病棟入院・入室状況＞
・中居　松男様～療養環境変更目的にて、西病棟へ転棟となる。
＜患者様連絡事項＞
・特記事項無し
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。スタッフへの話し掛けは多いが、話の切り上げは出来ている。気の合わない他患者とは距離を置いており、トラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・木村　格治様～思うように行かない事に易怒的となりスタッフへ怒鳴る事があり。他の患者に対しても攻撃的な口調で威嚇することがあるため、距離をとっている。
・飯岡　裕子様～午前中は腰痛を訴え表情もさえなかったが、午後より腰痛の訴えもなく他者とも交流が見られている。
・北上　やゑ様～深夜帯より下血見られている。微熱や頻脈、拡張期血圧高値あり活気なく臥床している。家族へ連絡ししばらくは様子観察となる。
・舘合　寛様～オムツ弄りはあるが、ベッドで臥床して過ごしている。立ち上がり等危険行為はない。
・木村　文隆様～日中ホールにて過ごすが、落ち着かずユニットを出ていこうとする行為易怒性や興奮はなく、介護への抵抗も見られない。
・佐々木　美恵子様～バイタルサイン異常無し。酸素2Ｌにて酸素飽和度の低下無し。開眼しているが声掛けに反応はなく、体動もほとんどみられない。
・田中　こよ様～バイタルサイン異常無し。マスク外しあるがルームエアにて酸素飽和度98％維持できているため9:30酸素中止している。午前は傾眠がちだが午後より大声で「おーい、おーい」と叫んでいる。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定スタッフに対して時折表情硬くし被害妄想発言ある。粗暴行為なし。

　　　　　　　　早期に入院形態の変更へ結びつけるように、看護介入していく。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：R2.5.2　12:41

氏　　名：小山田　順（おやまだ　じゅん）様

生年月日：昭和23年10月12日（71歳）

病　　名：うつ病・不眠症

性　　別：男性

主 治 医：田名部Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Bユニット3号室

(経過）

認知症の母より暴力・暴言を受ける事で不眠や気分の落ち込み見られ伴内科より紹介されR2年1月30日に当院初診。夜間の睡眠がとれるよう薬剤調整を行っていた。R2年5月1日、高齢者支援センターより当院へ電話連絡あり。母より暴力を受けた本人が市内のホテルを転々とした生活を送っており判断力の低下や服薬もままならない状態であるとのこと。主治医に報告し早めの受診にて対応することとなりR2年5月2日、本日受診に同意して来院している。住むところもないし、海の方に向かうかな、と言っている事があったようである。うつ状態として、入院治療も考慮するが、なかなか入院には踏み切れない様子で、思考面での制止もあると思われる。「靴下もないし、ズボン下もないし、なにも準備も出来ないし、八方ふさがりだな」といった微小妄想的な言動もある。本日、家族の方の同意を得て12：41東病棟へ医療保護入院となる。

